
21世紀のビジネスソリューションを実現する通信インフラストラクチャー

企業通信システムのためのVoIPソリューション
VoIPSolutionsforCorporateCommu=icatio=Systems
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ユーザーニーズ

●ランニングコスト低減

･データ(lP)トラヒック増大への対応

＼ごリスク低減
･ネットワーク活用による
企業競争力の強化

VoIPの活用

キャリヤの動向

･lP通信のためのバックボーン整備

●lP関連サービスの拡大と
通信コストの低廉化

企業通信システムの対応

●音声･データ続合技術の進化

･WANとLANに対応した
ソリューションの提供

1主:略語説明

IP(lnternetProtocoり

VoIP(Voiceove=nternet

Protocoり

WAN(WideAreaNetwork)

LAN(Loca事AreaNetwork)

lPネットワークを基盤とす

る企業通信システムの動向

企業ユーザーのニーズとそ

れに対応する通信業界の動向

は.1Pネットワークを基盤と

する企業通信システムの構築

へと向かっている｡

近年,企業通信を取り巻く環境の変化が激しい｡各企業は,通信システムのランニングコスト低減だけでなく,変化に追従

できる柔軟なシステムを求めている｡また,インターネットやイントラネットを活用し,顧客との多様なチャネル作りやサー

ビスの充実を実現する基盤として,企業通信システムを戦略的にとらえ直す動きが高まっている｡

WANからのアプローチでは,VoIP(VoiceoverlnternetProtocol)による音声･データ統合を実現するソリューションが求めら

れている｡LANからのアプローチでは,業務アプリケーションとの連携やウェブ上でのコールセンターなど,EC(Electronic

Commerce)への発展が期待されている｡

日立製作所は,このようなニーズに合わせて,VoIPによる通信費削減を実現するWAN系ソリューションに加え,LAN系ソ

リューションも提案している｡

はじめに

企業の通信システムは,ぷモ業活動を支える必要不可欠

なツールである｡各企業では,業務効率の向上とコスト

の削減が事業拡人上の南蛮課題である｡このため,音

声･データ統ナナによる通信費の削減や,保守･連用にか

かわるトータルのランニングコスト紙減へのニーズが高

い｡また,投資リスクの低減と早期の陳腐化を避けるた

めに,新たな通信サービスに対応するための柔軟件ある

システムが求められている｡

近年,ウェブによる広告宣伝や軌訓育報の提供,受発

注といったインターネット上での電子商取引も盛んに

なっておF),ネットワークの高度利用によるビジネスを

支える企業通信システムが求められている｡

これらのニーズにこたえる手段として,VoIP(Voice

0VerInternetProtocol)の活用が注口されている｡

ここでは,VoIPによる音声･データ統合.およびIP

(Internet Protocol)ネットワークを基盤とした企業通信

システムのWAN(Wide Area Network)系とLAN(Local

Area Network)系に対する,日l土製作所が提案するソ

リューションについて述べる｡)

企業通信システムの発展と日立製作所の対応

2.1企業通信システムのニーズ動向

企業通†i三システムのニーズとして,通信コストと,シ

ステムの連用･保守まで含めたトータルのランニングコ

ストの低減がある｡この血では,これまでフレームリレ

ーやATM(Asynchronous
Tr之InSfer Mode)対応機貨削こ

よってネットワーク使用効率の向上や音声･データ統合

が実現され,通仁コストの低減が凶られてきた｡特に,
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ATMは,帯域保証が止確で,通イ.言品質を確保しつつ音声

とデータの統合が可能であることから,汁日されてきた｢-

一方,インターネットやイントラネットの普及によっ

てデータ(IP)系トラヒックが増大しているため,音声系

トラヒックを追い抜き,企業通信システムは,IPネット

ワークを中心とした構成へと移り変わってきている｡こ

れは,単なる音声･データ統合ではなく,業務アプリケ

ーションとの連携やウェブに代表されるインターネット

のサービスとの親和件を高めることにより,事業拡大の

ツールとして戦略的な企業通信システムを構築したいと

いうニーズが高まっているからである1■｡

2.2 VoIPへの期待

Ⅴ∩IPは,ディジタル化された音声データをIPパケット

で伝送する才支術である｡一般的に,伝送効率向上のため

には,音声圧縮符号化才支術を併用し,音声系ネットワー

クとIPネットワークとの間をIPゲートウェイで接続する｡

IPゲートウェイは,(1)PBX(PrivateBranchExchange)

などの音声端末からの音声信号を圧縮符号化する機能,

(2)托縮符号化されたデータをIPパケット化する機能,

および(3)PBXからの発信要求などの呼処理情報をVoIP

で使用できるプロトコルに変換する呼処理機能で構成す

る｡VoIPの概要を図1に示す｡

IPネットワークは本質的にべストエフオーッ型(損再

努ノJ型)であるため,遅延や揺らぎ,パケット廃棄など

音質劣化を引き起こす要因が多い｡したがって,通話占占

質確保のためには,以下の機能が必須となる｡｡

(1)音声伝送のリアルタイム惟を確保するための低遅延

処理機能

(2)伝送路上の遅延によって発生するエコーを除去する

ためのエコーキヤンセラ機能

(3)パケットの到着時問の揺らぎを吸収するジッタr吸収

機能

･音声系ネットワーク

園 帯域保証型 臥
機能･サービスはすべて綱が提供

端末は単機能

･データ(lP)系ネットワーク

厨
ベスト

エフオーッ型 厨
機能･サービスは端末が提供

網はエンドツーエンド透過を重視
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[コ 琶

電話機山
圧縮符号化

lPゲートウェイ

lP層

データノンク層

物理層

lPパケット化

呼処理

ルータ

図1VoIPの概要

VoIPは,菖声信号の圧縮符号化とIPパケット化,および接続管

理の呼処理によって実現される｡

(4)音声端末間の音声レベルを調整する機能

さらに,企業通信では,低ビットレート伝送でファク

シミリ過信を実現する｢FAXコーデック+機能などの付加

機能も求められる｡

近年,これらリアルタイム性や過信占乙質の保証をサポ

ートするためのIPパケットの優先制御や,帯域確保など

の技術開発･標準化が進んでいるご'｡これにより,VoIP

による音声･データ統合が可能となってきた｡〕通信アー

キテクチャの変化を図2に示す｡

2.3 日立製作所の対応

IPネットワークは社会基盤として注Rされており,企

業通信システムの中核となっている｡口‾､ト製作所は,

VoIPの過上日形態として,人別して以下の二つのソリュー

ション体系を提案している｡

(1)IPネットワークの低コスト性やキャリヤのIP関連サ

ービスを活用するための｢WAN系ソリューション+

(2)統合配線ヤアプリケーション連携への某億構築を目

指す｢LAN系ソリューション+

･音声･データ統合IPネットワーク

欒厨
●サービス

●マーケット

･ビジネス

･技術

･製品

00S保証型 園･優先制御,帯域制御,福車奏(ふくそう)制御

など音声系の技術をデータ系に融合

･サービスレベルに見合った通信料全

･業務アプリケーションやっ工ブとの連携など

戟緒的なツールヘの変貌(ぼう)

注:略語説明

QoS(QualityofService)

図2 通信アーキテクチャ

の変化

VoIPを活用することに

より.相反する特徴を持つ

二つのネットワークが統合

され､運用コスト削減やサ

ービス要求の多様化対応,
ビジネス機会拡大などのた

めのビジネスツールとして

融合していく｡
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日立製作所のWAN系ソリューション

3.1 ね ら い

複数拠点を持つ企業ネットワークでは.准妨川を専用

線で接続し,イントラネットやホスト糊通イ言などの｢デー

タ系ネットワーク+と,拠点l和音声通話を内線化するた

めの｢音声系ネットワーク+を仰別に構築していた｡

VoIPでは,データ系ネットワークに音声系ネットワー

クを相席りさせることにより,拠一中澗の回線数の削減に

よる通信コスト低減と,キャリヤが提供する低コストな

IPネットワークサービスの利川が叶能になる｡

3.2 小規模ネットワークソリューション

これは,拠点数や拠点間凶株数が少ない小規模ネット

ワーク向けのソリューションである｡外線41=1線程度の

′卜型IPゲートウェイを適用することにより,通イ言コスト

削減を実現する｡)

小型IPゲートウェイは,PBXやボタン電話主装置など

の集線装吊の公衆網や専用線網への凶線を収零し,IP

ネットワークヘ統合する｡これにより,それまで音声川に

使用していた公衆回線や専用線を削減できる｡また,外

線接続をIPゲートウェイを介して行う｢専一公接続+を利

用すれば,通イ言費をさらに削減することが可能となる｡

小規模ネットワークの概略構成を図3に示す｡〕

3.3 大規模ネットワークソリューション

中･大容最のPBXを設置している,拠点間回線数も多

い大規模ネットワークでは,PBX用IPトランク(回線)と

大規模用のIPゲートウェイにより,PBX横能を継承した

ソリューションを提供する｡

PBX用IPトランクは,PBX内部にVoIP機能を持つも

のである｡人規模用IPゲートウェイはPBX技術をベース

公衆網 公衆網 空竺ン 人.′一`仙

電話 多機能

主装置 電話機

ルータ

電話機 PBX

ファクシミリ

[コ [二+

小型IPゲートウェイ

ノノ ＼＼

lPネットワ…ク

ルータ

[コ [コ

ファクシミリ

図3 小規模ネットワークの概略構成

既存のPBXやボタン電話主装置とLANシステムを統合した構成

である｡

機一話電

ファクシミリ

電話機

ファクシミリ

)人BP

PBX

lPトランク

/

/

ルータ

ルータ

コ■二二二

ヨ‾｢

lP

ネットワーク

lPゲートウェイ

ルータ

PBX

ルータ
PBX

電話機

ファクシミリ

電話機

ファクシミリ

図4 大規模ネットワークの概略構成

PBXの使い勝手のよさを継承しながら,拠点間の通信コストを

削減することができる｡

にしたもので,PBXとの連携を重視した機能を持つ(｡

このソリューションによってPBXをベースとしたVoIP

ネットワークが構築できる｡そのため,回線数増減に伴

う機器変吏に柔軟に対応することができ,通話転送や通

話保留といった利便性を得ることができる｡さらに,複

数拠点同
一内線化,他事業所へのPHSローミング(端末

移動)など,共通線を利川したPBXアプリケーションの

利用,操作方法共通化による保守性のl占J_Lなどが叶能と

なる｡〕人規模ネットワークの概略構成を図4に示す｡

日立製作所のuN系ソリューション

4.1 ね ら い

データ系ネットワークは崩モ業活動を支える重安な役割

を担う,I+ANを中心としたIPネットワークである｡,LAN

でのVoIPのメリットとしては,配線統合による工事費用

削減と,道川方法や保守手段の統一があるr〕さらに,IP

という共通の某鮨を持つことにより,IPベースの業務ア

プリケーションとの連携やウェブに代表されるインター

ネットサービスとの親和性が高まり,事業拡人の戦略的

なツールとして企業通信システムを構築する基盤となる

ことが期待できる｡

4.2 LANテレフォニーソリューション

LANテレフォニーソリューションは,VoIP構能をル試

し,LANに直接接続するIP電話機によって内線を構築す

るソリューションである｡既存の電話機とファクシミリ

の併用や公衆網との接続は,IPゲートウェイ機能と交換

機機能を持ったIP-PBXで行う｡音声とデータの配線がす

べてLANケーブルに統合できるため,⊥二事費梢の削減が

図れ,運川･保守のLANへの一一本化ができるので,トー
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lP-PBX

公衆網

㌍電話機
ファクシミリ

[コ [コ

ノヤソコン

[コ

lP電話機

図5 LANテレフォニーの概略構成

IPベースのPBXシステムにより,音声とデータの統合配線を実

現する｡

クルの運用コスト低減が期待できる｡新築のオフィスや

SOHO(SmallOffice,HomeO伍ce)への適用も考えられる｡

また,従来の内線電話の場合,オフィス内のレイアウ

ト変更や座席移動に伴う番号の付け替えなどの移設工事

が必要であった｡このソリューションでは.LAN内の移

設の場合,LAN端末であるIP電話機を移動先でLANケ

ーブルに接続すればそのまま使えるという利便惟がある｡

概略構成を図5に示す｡

4.3 CTlアプリケーション連携ソリューション

CTI(ComputeトTelephnnyIntegration)は,電話とコ

ンピュータを連携させるインタフェースにより,さまざ

まなアプリケーションを実現する技術である｡主にコー

ル センター システムやオフィスの業務支援アプリケー

ションに利用されている｡.

コール センター システムにVoIPを適用することによ

り,例えば,ウェブ閲覧中の顧客が問い合わせをしたい

とき,別の回線を使わなくてもそのままインターネット

を介して受付者と話すことができ,受付側も同じウェブ

ウェブ

サーバ

lPネットワーク

ルータ

公衆網

lPゲートウェイ

⊂〕 ∈5

パソコン】P電話機

[コ

パソコンIP電話機

[コ

パソコンIP電話機

図6 CTlアプリケーション連携の概略構成

LANテレフォニーとCTlを組み合わせることにより,ウェブベ

ースのコールセンターを実現する｡
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内向を見ながら問い合わせに応じるといったんb対の質的

向_Lなどが期待できる｡また,小規模な受付センターや

閃いでナわせセンターなどであれば,LANテレフォニーに

よってシステム構築コストの削減が期待できる｡IPネッ

トワークからの受け付けと公衆網からの受け付けを併用

する概略構成を図6に示す｡

おわりに

ここでは,企業通信システムのためのVoIPソリュー

ションについて述べた｡

これからの企業通信システムに求められるのは,コス

トを削減することだけでなく,ウェブによる製品情報提

供に代表されるような,顧客に開かれた多様なコミュニ

ケーション手段とサービス提供の基盤となることである｡

その共盤となるⅤ()IPによる音声･データ統合ソリュー

ションをベースとして,今後は,企業通信システムのプ

ランニングから導入･適用一保守までを含めたトータル

なソリューションを提案していく考えである｡
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